
第７回ぐんまの子ども・若者支援フォーラム 

開催要項 
１．目的 

令和４年度に内閣府が実施した「こども・若者の意識と生活に関する調査」においては、

15 歳から 64 歳の生産年齢人口において、全国で推計 146 万人、50 人に一人がひきこもり

状態にあると公表されており、子ども・若者が抱える様々な困難や課題が重なり合い、ニー

ト、不登校、高校中退、ひきこもりなどの形態で表出している現状があります。 

生きづらさの背景や要因、状況は多様であり、支援者は一人ひとりの意見を受け止めて、

本人やその家族のペースに合わせたオーダーメイド型の伴走型支援を行い、関わり続ける

ことが大切です。 

本フォーラムは、基調講演や分科会を通じ、生きづらさを抱える子ども・若者本人やその

家族が、自らの意思により、今後の生き方や社会との関わり方などを決めていくことができ

る（自律する）よう、支援者に求められる視点や姿勢についての理解を深めるとともに、参

加者同士の交流により、本県における子ども・若者支援の促進を図ることを目的として開催

します。 

 

２．主催    

ぐんまの子ども・若者支援ネットワーク 

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会 

 

３．共催 

 群馬県子ども・若者支援協議会 

 

４．後援 

 群馬県・群馬県教育委員会 

 

５．日時 

令和８年９月 20日（日）13：00～16：30（受付 12：30～） 

 

６．会場   

高崎市総合福祉センター たまごホール／会議室１／会議室４ 

 （高崎市末広町 115－１） 

 

７．対象   

困難な状況にある子ども・若者を支援している個人および団体 

子ども・若者支援に関心のある方 



８．定員 

120名 

 

９．日程・内容（予定） 

 12：30～13：00 受付 

 13：00～13：10 開会・オリエンテーション 

 13：10～14：40 第一部 基調講演 

             「ひきこもりの理解－自立ではなく自律を目指して－」 

【講師】白梅学園大学 名誉教授 長谷川 俊雄 氏 

 14：40～14：50 休憩 

 14：50～16：00 第二部 分科会 

             分科会Ⅰ 家族支援のヒント－家族に新しい風を－ 

                  〇家族会を通して家族支援を行う市社協と 

関係団体によるパネルディスカッションです。 

             【発 表】桐生市社会福祉協議会 TOMONI 

藤岡市社会福祉協議会 ほっとサロン 

             【進 行】本ネットワーク 代表 湯浅 やよい 氏 

             分科会Ⅱ 当事者の声－みつけた私の居場所－ 

                  〇これまで経験したことや体験したこと、 

                   今の自分につながることについて、 

実際の声を聴くパネルディスカッションです。 

             【発 表】NPO法人 ぐんま若者応援ネット（アリスの広場） 

                  株式会社 Aiku 

                  渋川市社会福祉協議会 ユニクラ 

             【進 行】白梅学園大学 名誉教授 長谷川 俊雄 氏 

 16：10     全体発表・総括 

 16：30     閉会 

 

10．参加費 

無料 

 

11．その他 

お申し込みに際し、いただきました個人情報は、本研修会の運営にのみ使用します。 

 

 

 



12．参加申込 

 参加希望者は、Web フォームより９月 10日（木）までにお申し込みください。 

 https://forms.gle/cg1PhyBMXw2EJvEc6 

 

13． 

 ＜事務担当＞  

ぐんまの子ども・若者支援ネットワーク事務局 

群馬県社会福祉協議会 権利擁護・子ども若者支援課  

担当：相馬 

〒371-8525  前橋市新前橋町 13-12 

TEL：027-255-6111 mail：kenri-kowaka@g-shakyo.or.jp 

 

ホームページ    Instagram（NEW!!） 

 

◎【基調講演】講師のご紹介 

 長谷川 俊雄（はせがわ としお）氏 

白梅学園大学名誉教授 ／ 社会福祉士・精神保健福祉士 

 

横浜市の社会福祉職として、福祉事務所や保健所のソーシャルワーカーとしての勤務

を経験。横浜市を退職、思春期・青年期・家族問題とアディクション問題を専門とする精

神科クリニックに転職。精神障害者や依存症者、そして不登校やひきこもりなどの思春

期･青年期の「生きづらさ」の問題、家族であることが「苦しい」という言う人たちと向

き合う日々を送る。 

クリニックを退職後、教員を務めながらも、生きづらさを抱える子どもや若者たち、そ

の家族との交流を開始。2011 年 3 月には「つながる café」、2023 年に援助職支援と家族

支援に取り組む「social work lab MIRAI」を開設。 

厚生労働省・ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの策定に向けた調査研究事業

（委員長 2023－2024 年）、厚生労働省・ひきこもり支援ハンドブックの利活用促進に向

けた都道府県等研修の普及・促進に関する調査研究事業検討委員会（委員長 2026年）な

ど。 

https://forms.gle/cg1PhyBMXw2EJvEc6
mailto:kenri-kowaka@g-shakyo.or.jp

